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自動フォント

下記の❶、❷のラベルのように原材料名など商品によって文字数が異なる場合、印字範囲内に合わせて予め設定したフォントサイズで表示
されます

①［その他データ編集］リボンの［自動フォント］をクリック
します

②［自動フォント設定］ダイアログが表示されます
左のフレームの追加をクリックすると、自動フォント設定1 
と入力され名称枠にも自動フォント設定1 と入力されます

印字範囲内に全文字が収まるよう自動で文字サイズが拡大・縮小
されるのではなく、下記のようにフォントを2種設定した場合、❶の
ラベルは漢字ゴシック32×32、❷のラベルは漢字ゴシック24×24で表
示されます
フォント種類は最大8種まで設定可能です

❶ ❷

漢字ゴシック
(24×24)

漢字ゴシック
(32×32)
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自動フォント

③右のフレームの追加をクリックすると、枠内に漢字ゴシック
(32x32) が入力されます
※(32x32) は、フォント幅が 32dot、フォント長が32dot を表
しています

クリック

④フォントを追加したい場合は、再度、右フレームの追加をクリッ
クします
ここでは、フォント幅24、フォント長24を追加します
フォント幅とフォント長を「24」と入力すると漢字ゴシック
(24x24) が追加されます

更にフォントを追加したい場合は同様の作業を行います
設定が完了したら保存をクリックし×で閉じます
【注意事項】
サイズの大きいフォントから順に設定してください
フォント種類は最大8種まで設定可能です

食品衛生法で「表示は原則として日本工業規格Ｚ８３０５（１
９６２）に規定する８ポイント以上の大きさの統一のとれた活
字で行わせることとするが、表示可能面積がおおむね１５０ｃ
ｍ2以下のものにあっては、日本工業規格に規定する５．５ポイ
ント以上の大きさの統一のとれた活字で行わせることができ
る」とされています
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自動フォント

⑥文字項目のプロパティの詳細タブを開きます
(文字項目の上でダブルクリック又は右クリックで開きます)
自動フォントにチェックを入れ、［ＯＫ］ボタンをクリック
します

❶ ❷

⑤印字範囲に余裕をもって文字項目をレイアウトします
ここでは名称を原材料名とします

❶の原材料の文字項目は印字範囲に余裕があるため
自動フォントで設定した大きい文字(32×32)で表示
されます
❷の原材料の文字項目は印字範囲に余裕がないため
自動フォントで設定した小さい文字(24×24)で表示
されます
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二枚貼りレイアウト

容器包装の大きさ、形状から１枚のラベルで表示することができない場合には、２枚に分けてラベルを作成することができます

①レイアウトタブをダブルクリックして[レイアウト設定]
を開きます

①二枚貼りレイアウトにチェックを入れます

二枚貼りレイアウトを使用する場合
はアイマークラベルを推奨します
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二枚貼りレイアウト

③二枚のレイアウトが表示されます ④文字項目やバーコード等をレイアウトします

二枚貼りの上下を入れ替えることもできます

①レイアウトエリアで右クリックをし[レイアウト設定を]開
き[上下ラベル印字内容を交換]を選択します

②入れ替わりました
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店舗情報テーブル

製造者の住所、電話番号など個別にレイアウトを作らなくても店舗テーブルを使用することで、neo-7本体のデータ管理内にある店舗情報
で店舗番号に紐づいた印字が可能です

【店舗情報テーブル】

① ［その他データ編集］リボンの［テーブル新規作成］を
クリックします

ここでは、会社名、住所、電話番号などの項目データを使って店舗情報テーブルを作成します

②［テーブル新規作成ウィザード］画面から［店舗情報テーブル］
を選択し、［次へ］をクリックします

１．店舗情報テーブルの作成
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店舗情報テーブル

③テーブル新規作成ウィザード画面が表示されます
ここでは変更せずに[次へ]をクリックします

テーブルの名称を指定します。
テーブルのバージョンを指定します。
自動的に日付が表示されます。必要に応じ
て、カレンダーアイコンをクリックすると表
示されるカレンダーで日付を選択します

名称
バージョン
作成日

④テーブルのフィールド定義が表示されます

⑤使用するフィールドにチェックを入れ、必要に応じてフィール
ド追加、［名称］/［種類］/［サイズ］の変更を行います

⑥［完了］をクリックすると［テーブル編集］ダイアログが表示さ
れます
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店舗情報テーブル

⑦セルを選択して情報を入力し、必要に応じて名称・プロパティ
の変更を行い、［OK］をクリックします
これで、店舗情報テーブルの作成が完了しました

２．テーブルから取得する

項目に関連付けられたテーブルから項目データ
を取得する場合、［データ元（データ・ソー
ス）］の［テーブルから取得］を選択します
［テーブルから取得］を選択した場合、［テー
ブル関連付け］項目が表示されます

１⃣ 項目一覧エリアの対応する項目に［テーブル関
連］と表示され、レイアウト上の項目がどのテー
ブルに関連付けられているかがわかります
２⃣ 項目データの項目は、入力エリアに表示されま
せん

項目一覧エリア

入力エリア

テーブルから取得する[製造者]の
文字項目は表示されない

１⃣

２⃣
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店舗情報テーブル

１.で作成したテーブルからデータを取得します

①文字項目をレイアウトし、ダブルクリックで文字項目のプロパ
ティーを開きます

②［データ元（データ・ソース）］の［テーブルから取得］を選
択すると、［テーブル関連付け］項目が表示されます
テーブル名をプルダウンし[店舗情報テーブル]を選択し、[フィール
ド]をプルダウンし表示する項目を選択します
ここでは[店名]を選択し[OK]をクリックします

本体店舗情報を使用
チェックを入れた場合

チェックを外した場合

本体（プリンタ）に保存されている店
舗情報を使用します
本体の店舗情報は、ホーム画面のデー
タ管理⇒店舗情報をタッチすると表示
されます
入力エリアでドロップダウンリストか
ら店舗情報テーブルでリンクされた店
舗情報を選択することができます
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店舗情報テーブル

【本体店舗情報を使用にチェックをした場合】

ラベルパートナーデータを本体に送信し、本体(プリンタ)で店舗情報を選択し発行します

【本体店舗情報を使用にチェックを外した場合】

入力エリアでドロップダウンリストから店舗情報テーブルで
リンクされた店舗情報を選択することができます
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検索用バーコード項目の指定

バーコード項目を検索用バーコード項目として設定すると、スキャナーでバーコードを読み取りラベルを発行することができます

②検索用バーコード項目に設定する項目上で右クリックし
［検索用バーコード項目］を選択します
選択した項目がバー検索時の検索対象のバーコード項目として
設定されます

①バーコード項目をレイアウトします
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検索用バーコード項目の指定

⑤バーコードのスキャナー読み取り画面が表示されます
検索したいバーコ－ドをスキャナーで読み取ります
ここでは食パンのバーコードをスキャナーで読み取ります

④[バー検索]アイコンをタッチします

⑥検索されたバーコードがレイアウトされたプリセットデータ
が表示されます
発行枚数を変更する場合はタッチキーで変更し[印字]アイコン
をタッチします

③レイアウト上のバーコード項目を検索用バーコード項目とし
て設定して本体に送信すると、本体に［バー検索］アイコンが
作成されます
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合成

下記ラベルの栄養成分表示のように「熱量」「たんぱく質」等、複数の項目データを合成して1 つの項目データにすることができます

合成を使用しない場合

入力エリアは同じですが、栄養成分を表示するスペースに余裕が必要です

1つの文字項目に栄養成分全ての項目を入力すると、全商品毎に「熱量」等の項目、単位等を入れる
手間がかかります

❶

❷
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合成

①レイアウトエリアの枠外に栄養成分の文字をレイアウトします
ここでは赤枠で囲った15個の文字項目を合成します

固定データ 通常入力

固定データ

② ①で作成した15個の文字項目を合成させる文字項目をレイア
ウトします
ダブルクリックで文字項目のプロパティーを開きます

③［データ元（データ・ソース）］の［合成］を選択すると、
［合成入力］項目が表示されます
[項目一覧] より合成する項目を選択し をクリックして[結合子
項目] に移動させ[OK]で閉じます

❶

❷

❸

❹
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合成

不足桁数にデータ埋めをしないで合成
します
左側に不足桁数のデータ埋めをします
右側に不足桁数のデータ埋めをします

データ埋めをしない

左埋め
右埋め

❶子項目桁数不足処理
各項目の桁数よりデータが少ない場合に不足桁数をデ－タ埋めする
方法を選択します
選択された結合子項目ごとに設定します

❷データ埋めの文字
プルダウンメニューからデータ埋めの文字を選択します

❸日付時刻項目の合成の形式
日付・時刻項目を合成する時に選択します

桁数固定
印字 データ
補正データ

区切り文字を含まない数字だけが合成されます
区切り文字を含んだ数字で合成されます
補正データを含んだ項目を合成すると表示され、
補正日が合成されます

❹項目間の区切り設定
項目間に全角または半角文字を１文字挿入して区切ることができ
ます

項目一覧エリア内で右クリッ
クし[印字しない]を選択

④15個の文字項目が合成されました ⑤15個の文字項目は印字しないに設定します
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一時変更設定

下記ラベルのようなレイアウトで内容量が「100ｇ」「200ｇ」「500ｇ」など複数ある場合、内容量ごとに入力エリアに入力しなくても、
プリンターで内容量を変更して発行することが可能です

①内容量の文字項目をレイアウトします
ダブルクリックで文字項目のプロパティーを開き
一時変更設定をおこないます
②パートナーデータを本体へ送信します

【強制一時変更】
ラベル発行時に、設定された項目を選択すると発行前にタッ
チパネル上に確認画面が表示され、編集してラベル発行する
ことができます
なお、ラベル発行ごとに変わる項目に設定します

【強制一時変更】
ラベル発行時に、設定された項目を選択すると発行前にタッ
チパネル上に確認画面が表示され、編集してラベル発行する
ことができます

【一時変更内容を記憶】
［強制一時変更］、［手動一時変更］を設定した場合に選択
できます
ラベル発行時にラベルプリンターで一時変更した内容を記憶
する場合にチェックを入れます
次回の変更時に、前回変更されたデータ内容が表示されます

【一時変更前にデータをクリア】
［強制一時変更］、［手動一時変更］を設定した場合に選択
できます
ラベル発行時に一時変更項目のデータをクリアする場合に
チェックを入れます
次回の変更時に、前回変更されたデータ内容は表示されませ
ん

一時変更設定
一時変更設定をしない場合
内容量が100g、200g、500gの３種類ある場合そ
れぞれの入力が必要です

一時変更設定をした場合
1種類のみの入力し、プリンターで変更可能です
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❶手動一時変更/一時変更内容を記憶と設定した場合

一時変更設定

⒐ ⒍で変更した
内容量200が表示さ
れます

⒋変更が必要な場
合は内容量をタッ
チします

⒉発行する呼出番
号を選択し次へを
タッチします

⒏ラベル発行後プ
リセット選択画面
に戻ります

⒍ここでは200に変
更します

⒈呼出発行をタッ
チします

⒎ラベルを発行し
ます

⒌タッチキーで内
容量を変更します

⒊手動一時変更に
設定した文字項目
が表示されます

[印字イメージ表示]に設定し
ている場合は一時変更に設
定した項目が青枠で表示さ
れます
青枠をタッチすると⒌と同
じ画面が表示されます
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❷手動一時変更/一時変更前にデータをクリアと設定した場合

一時変更設定

⒐ ⒍で変更した
内容量は記憶され
ません

⒋変更が必要な場
合は内容量をタッ
チします

⒉発行する呼出番
号を選択し次へを
タッチします

⒏ラベル発行後プ
リセット選択画面
に戻ります

⒍ここでは200に変
更します

⒈呼出発行をタッ
チします

⒎ラベルを発行し
ます

⒌タッチキーで内
容量を変更します

⒊手動一時変更に
設定した文字項目
が表示されます
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❸強制一時変更/一時変更内容を記憶と設定した場合

一時変更設定

⒏ ⒌で変更した
内容量200が表示さ
れます

⒋変更が必要な場
合はタッチキーで
内容を変更します

⒉発行する呼出番
号を選択し次へを
タッチします

⒎ラベル発行後プ
リセット選択画面
に戻ります

⒌ここでは200に変
更します

⒈呼出発行をタッ
チします

⒍ラベルを発行し
ます

⒊強制一時変更に
設定した文字項目
が表示されます
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❹強制一時変更/一時変更前にデータをクリアと設定した場合

一時変更設定

⒏ ⒌で入力した
内容量は記憶され
ません

⒋タッチキーで内
容量を入力します

⒉発行する呼出番
号を選択し次へを
タッチします

⒎ラベル発行後プ
リセット選択画面
に戻ります

⒌ここでは200と入
力します

⒈呼出発行をタッ
チします

⒍ラベルを発行し
ます

⒊強制一時変更に
設定した文字項目
が表示されます
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分類発行

下記のように商品数が多い場合、分類設定を行うと定義された分類ごとにラベルを発行することができます

⒈分類定義

①分類表示エリアを表示させます
メニュー・リボン⇒表示⇒分類定義ボックスにチェックマークを
付けると、分類表示エリアが作成されます

②分類表示エリアで分類定義をします
分類表示エリア内で右クリックして［新規］を選択します
［分類］ダイアログが表示されます

右クリック
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分類発行

③ここでは名称に［あんぱん］を入力し、分類識別番号ID を
［1］のままにして［ＯＫ］ボタンをクリックします

④分類表示エリアに弁当[ID:1]- 無が作成されました
分類定義は最大100種類まで定義できます

④食パンの分類の下にさらに下位分類を作成することができます
食パンを選択して右クリックし「新規」を選択します。

⑤［分類］ダイアログが表示されます
ここでは「ﾚｰｽﾞﾝ食ﾊﾟﾝ」入力し分類識別番号ID を［5］のままに
して［ＯＫ］ボタンをクリックします

⑥分類表示エリアの［食パン］の下位に［ﾚｰｽﾞﾝ食ﾊﾟﾝ］が作成さ
れました

呼出番号に存在しない分類の場合
は、分類名の末尾に「無」が付記
されます
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分類発行

⒉プリセット番号の分類設定

①入力エリアのプリセットデータを定義した分類に関連付けします
呼出番号[1]の「あんぱん(こしあん)」を[あんぱん]の分類に定義し
ます
呼出番号[1]の列のいずれかのセル上で右クリックし[分類設定]⇒ 
[あんぱん]を選択します

②同様に呼出番号[2]～[14]もそれぞれの分類に定義します

⒊分類発行

① ⒉で作成したパートナーデータを本体へ送信します
ホーム画面に分類発行アイコンが表示されます

②分類発行をタッチします
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分類発行

③分類発行画面が表示されます
[あんぱん][メロンパン][コロネ] [食パン]と分類されています
ここでは[あんぱん]をタッチします

④[あんぱん]に分類されたプリセットデータがキー項目ごとに
表示されます
ここではあんぱん(こしあん)をタッチします

⑤ラベルを発行します
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税率設定

■１つのレイアウトで標準税率と軽減税率の商品が混在する場合に商品毎に税率設定ができます
■レイアウト全体を軽減税率に設定することができます

⒈税率項目(テーブルから取得)

標準税率(10%) 軽減税率(8%)

①［テーブル新規作成ウィザード］画面から[税率テーブル]を
選択し、[完了]をクリックします

②テーブル編集画面が表示されます
[OK]をクリックします
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税率設定

③ツールボックスの［税率項目を追加］アイコンをクリックし、
レイアウトエリアで開始位置をクリックします
※税率項目は、レイアウト上に一つしかレイアウトできません

④クリックした位置を始点として、税率項目がレイアウトされ
ます
ダブルクリックで税率項目のプロパティーを開き、[テーブル
から取得]を選択し[OK]をクリックします

⑥入力エリアに税率項目が作成され、プルダウンメニューから軽減
税率または標準税率を選択することができ、レイアウトされた税率
項目には、軽減税率テーブルで関連付けられた税率番号が表示され
ます
※税率番号は[印字しない]に設定すれば印字されません

税率項目をレイアウトした場合は、[その他データ編集]リボン
の[neo7設定]のダイアログで[税率を本体に送信]にチェックを
入れなければ本体に送信することができません
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税率設定

⒉税率項目(通常入力)

①ツールボックスの［税率項目を追加］アイコンをクリックし、
レイアウトエリアで開始位置をクリックします
※税率項目は、レイアウト上に一つしかレイアウトできません

②クリックした位置を始点として、税率項目がレイアウトされ
ます
ダブルクリックで税率項目のプロパティーを開き、[通常入力]
を選択し[OK]をクリックします

⑥入力エリアに税率項目が作成され、税率を入力することがで
きます
※税率は[印字しない]に設定すれば印字されません

税率設定と異なる税率を入力すると[無効のデータです。]
と表示され、本体に送信することができません
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税率設定

税率項目の［一時変更許可］にチェックを入れると税率項目がタッチパネル上の価格入力画面と発行枚数画面に表示され、編集して
ラベルを発行することができます

タッチパネルに
[軽減税率]が表示さ
れます

軽減税率をタッチし
ます

軽減税率(8％)で税
込価格が表示されま
す

標準税率(10％)が税
込価格が表示されま
す

標準税率をタッチし
ます
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税率設定

①レイアウトエリア上で右クリック⇒［レイアウトプロパティ］を
選択します

⒊レイアウト全体を軽減税率に設定する

② ［レイアウト設定］ダイアログが表示されます
レイアウト設定のプロパティの詳細設定タブ[固定税率設定]の
[軽減税率]を選択します

全て軽減税率(8％)で税込価格が表示されます
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価格項目 小数表示

①価格項目をレイアウトし、ダブルクリックで価格項目のダイ
アログボックスを開きます

②［詳細］タブ⇒［価格タイプ］から［税込価格］または［本体
価格］を選択します
ここでは[本体価格]を選択し、[税込価格桁数を本体価格と同様]に
チェックを入れます
[小数印字]の[少数印字機能有効]にチェックを入れ[小数桁数]を
[小数点桁後2桁印字]を選択します[OK]で閉じます

価格項目で小数を表示することができます

【位置合わせ】
整数部分と小数部分を上端揃えにするか下端揃えにするか選択ができます

【整数フォントを使用】
小数印字を整数フォントで印字させる時にチェックを入れます

【小数フォント詳細設定】
小数フォントで印字させる時にチェックを入れます

【小数と整数の間隔】
数部分と小数点の間隔を調整することができます

【小数桁数】
小数点後2 桁印字………………小数店後2桁を印字する
有効桁印字………………………小数部末尾の0 を削除して印字
小数が0 の場合、印字しない…小数点が0の場合は小数を印字しない
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価格項目 小数表示

③レイアウトエリアに｢本体価格｣(1行目) ｢税込価格｣(2行目) 
｢税額｣ (3行目)が表示されます

2行目以降は[Delete]キーで削除できます
ここでは｢税額｣ を削除します

端数処理の設定 (全レアウトの共通設定)

①[レイアウト]リボンの[プロパティ]⇒[全レイアウトの共通設
定]を順に選択します

②[全レイアウトの共通設定]ダイアログが表示されます

小数点後の桁数を指定しません
小数点後2 桁を端数処理します
小数点後1 桁を端数処理します

端数処理
切捨て
切上げ
四捨五入

端数処理の桁を切捨てします
端数処理の桁を切上げします
端数処理の桁を四捨五入します

処理桁数
指定なし
小数点後2桁
小数点後1桁

チェックを外すと価格項目のダ
イアログボックスで価格項目ご
とに設定できます
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フリーサイズラベルの作成

通常ラベルとライナーレスラベルの比較

通常ラベル
台紙付き

ライナーレスラベル
台紙無

ライナーレスラベルとは、ラベル台紙がないラベルです。
※neo７ライナーレスモデルのみで使用が可能です

原材料名等商品によって文字数が異なる場合、
[高さ可変項目]を使用すると入力されるデータ量に応
じて項目の高さを自動で調整することができます。

入力されるデータ量に応じて項目の高さを自動で調整し、データ
が入力されないと選択された項目が削除されて表示されます。

高さ可変項目

■ライナーレスラベルなど長さ方向に自由にカットすることができるフリーサイズラベルを作成する手順について
説明します
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④下記のサンプルラベルに基づいて説明します。
で囲った文字項目を高さ可変項目に設定します。

フリーサイズラベルの作成

③選択した標準のフリーサイズラベルがレイアウト
エリアに表示されます。

①ラベルパートナーをアイコンから起動します。
［デフォルトラベル設定］ダイアログが表示されます。
今回は60㎜幅のライナーレスラベルを使用するので、ラベル
選択ボックスから〈標準（フリーサイズ）60mm〉を選択
し、［ＯＫ］をクリックします。

②標準（フリーサイズ）60mm を選択した場合は、２インチまたは
３インチの本体にも使用できますが、マージン（印字がされない領
域）が異なりますので、次のような確認メッセージが表示されま
す。「はい」か「いいえ」をクリックします。
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フリーサイズラベルの作成

⑤最初に「商品名」「名称」「原材料名」項目をレイアウト
し、それぞれの項目にデータを入力します。

⑥次に「原材料名」項目上を右クリックして項目のショート
カットメニューを表示させ「高さ可変項目」を選択します。

⑦「高さ可変項目」に設定されると、「原材料名」と表示さ
れて上辺が赤線表示されます。
＞レイアウトされた項目に入力するデータ量によってラベル
長さが変わる項目は、上辺が赤くなります。

⑧原材料名項目が入力データ量によって可変されました。
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フリーサイズラベルの作成

■分割線を追加してラベルを2枚以上に分割することができます

①「電話番号」項目と「栄養成分表示」項目とのレイアウト
エリアの間を右クリックして項目のショートカットメニュー
を表示させ「分割線を追加」を選択します。

②上下にラベルが２分割されました。

◆分割する場合
は、上下のラベル
の長さが 10mm 以
上必要になりま
す。
◆カットラインに
ポインターをおい
てドラッグするこ
とによりカットラ
インを移動させる
ことができます。

10㎜以上

10㎜以上

カットラインを削除する場合は、
カットライン上にポインターをおい
て右クリックして「分割線を削除」
を選択します。
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